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1．は じめ に
一

色名 の 普遍性 ・特殊性と相対性

　色名 に は 、ほ と ん ど 全 て の 言語 に 共 通 し た 普遍的

特 性 が あ る と同時 に 、それぞれ の 国や地域 の 風 土 ・

歴 史 ・
伝統

・文 化や 、時代 、ジ ャ ン ル な ど が 反 映 し

て 微妙 な 差異、つ ま り 、特殊性 も 見 ら れ る 。 色 名 は

相対的に 決 め られ て い るため、色名が表す色 の 差も、

相対 的 な 差異 に 過 ぎな い 。ま た、blaek と off
−b7a　ek

の 区 別 な ど、色 と色 の 境 ［ も相対的な もの で あ る 。

色名 の 持 つ 相 対 性 と い う特徴 は 、人間 の 色 の 識別能

力や、環境 の 照度、言語 の 恣意性 を反 映 し て い る。

　和 名 色名 と 英 語 色 名 を 比 較す る と、和名色名 の 由

来 に 関 して は 、特 に 染料名、染色 法、植物名 の 多 さ

に 和 名色名 の 特徴 が あ る。そ の 他 に も 日英 語 の 色 名

に は 共 通性 と と もに 、多様 な文化的相違が 見 られ る。

2．黒色 に 関す る 目英 語 の 文 化 的相 違 と共 通 性

　黒 色 の 原 料 は どの 地域 で も、一
般 的 に煤 （すす ：

炭素粉） が 使用 され て い る こ とが多 い 。日本語 や 中

国語 の 「墨 色 」 に 相 当す る 英 語 に は 、anthracite 、

bone　bla　ck 　 carbon 　b／aek 、　 coa ／　black、　 graphite 、

ivory わZa謐 、　 larnp　blaek 、　 piteh　 bla　ck 、　 tar　bla　ck

などが あ る。中 国 語 に は 百 草霜 〔b5ie50　shufing ：パ

イ ツ ァ オ シ ュ ワ ン 〕もあ る。人類最 古 の 約 3 万 2 千

年 前 の 絵 画 、フ ラ ン ス 南部 の シ ョ
ー

ヴ ェ 洞窟壁 画 働

物 画 ） に は 、吹 き 墨 （oral 　spray 　painting ） の 技法

が 使 用 され て い る e 色彩 は 人類 の 歴史 の 始ま りか ら

利 用 され て い る。最初 の 色彩 は 人類 の 特徴 で ある 「火

（fire） の 使 用 」〔100 万 年 以上 前） に 関連 し て い る 。

　墨 色 を 表す英語色名 の 語源 を考 え る と、ギ リシ ャ

語 に 由来する 語 に は 、「松 明（た い まっ ）」の 意 の lamp

や 、「黒鉛 （こ くえ ん ）、石 墨 （せ きぼ く） 」の 意 で 炭

素 か ら成 る鉱 物 grapthiteがあ る 。 ラ テ ン 語由来 の 語

に は 、原義 が 「石 炭、木炭 」 とい う植 物化 石 で 、「炭

素 」の 意 の 煤 earbon や、象 牙 を 燃 焼 させ て 作 る 黒色

顔料 で
厂

象牙 」 の 意 の ivory、無煙炭 （炭 化 が 最も進

ん だ 天 然 石 炭 で 火力 が 強 い ）の 黒色 （濃 い 灰 色 ）を 表す

anthraeit θ、原 油や石 油タ
ー

ル ・木 タ
ー

ル を蒸留 した

後 に 残 る 黒色 の か す で 「松脂、樹 脂 」 の 意 の pitch
が あ る v 古英語 か らの 色名 に は 、原義が 「脂の あ る ［燃

えやす い ］木 」 で 、石 炭や木材 を乾留 （空気 を断 っ て 加

熱 し分解す る操作）して 得 られ る 黒 い 油 状 の 液 の tar

や 、骨 を焼 い て 黒 く し た 骨炭 で あ る bone、「石 炭 、木

炭、燃えさし」の 意の coa ／ が ある。松明 の 煤 を利用 し

た ノamp 　biaek、植物化 石 の 石 炭や木材を乾留 して 得

られ る tar　black 　LJ外 に、象 牙 や 骨 を 黒 焼 き に した

ivory　blaekが あ る。そ こ に 英語色名 の 特徴 が あ る。

　 中 国 で は殷 の 時 代 （BC17 世紀頃
一BCIO46 年） の

甲骨 文 に、墨書や朱墨 の 跡 が 発見 され て い る e 最初

は 松脂 を 燃 焼 して 作 られ た 松煙墨 か ら始ま り、魏 の

時 代 （220 ・265 年）に は 、柴や雑 草を釜 戸 で 燃 や した

灰 も使用 され 、南宋時代 （1127 ・1279 年）に は 油煙 墨

が普及 して い る。口本 で は最初 は 中国 か らの 輸入 晶

に 頼 っ て い た が 、奈良時代 （710・794 年）後期 に、

松煙墨 が 和束 （わ つ か ：奈良 県 和 束町）で 製造 さ れ、平

安時代 （794 −1185 年／ 1192 年 頃 ）末 頃 に 、荏胡 麻

（え ご ま ） の 油を使 っ て 油煙墨 が 造 られ て い る。

　色名 の 「純 白」 に 対 し て 「純 黒 」が 使 わ れ て お り、

国 内 最高 の 黒 が 深 い 光沢を持 つ 「漆 黒 」 で あ る。「濡

色 」 は 濡れ た 艶 の あ る 色 で 、「濡 羽 色 」「濡烏 」「烏羽

色 」 は紫 み の あ る 光沢 を持 っ た黒 で あ る u 口本 の 烏

は 主に 1「1型 の 鳥 で 、英語 で は ero π とか rook と言 い 、

不 吉 の 鳥 とされ て い る 。 渡 り鳥で あ る オ オ ガ ラ ス は

ra、ven で 、英 語 色名 に は ra ・ven が 採 用 され て い る L．

日本 語 の 慣 用 表 現 で は 、女性 の 濡 れ た よ うな艶 の あ

る 美 し い 黒 髪 は 「（烏 の ）濡 羽 色 」と表現 され るが 、英

語 で は raven 　 hair と 言 わ れ る。英語 色 名 の ra ・ven

に は、濡れ たよ うな艶の あ る美し さは 表現 され て い

な い
。

「濡羽色 」「濡色」に は 濡れ た よ うな艶 の あ る 髪

に美意識 を感 じ る 日本人 の 感性 が 表現 され て い る 。

　和名色 名 に は 染料や 染色 法 に 由 来す る もの が 多 い 。

泥 土 に よ る 染 色 法 に 由来す る 「浬色 」（くりい ろ ：褐色 み

を帯 び た 黒色）や 「黒橡 （くろつ るばみ ：橡 は クヌ ギの 実 で

ある団栗 の 古名 ）」「墨染、黒染 （くろぞ め ）」な どが あ る。
「涅 」 は 平安時代 （794−1185年／ 1192 年頃）の 漢和
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字書 『新撰字鏡（しん せ ん じきょう）』に 、「橡 」 は 平安中

期 の 漢和字書 『和名類聚抄 （わみ ょうるい じゅ しょう）』に

収録 され て い る ， 色名 の 豊 か さや微妙さとともに 、

色名 の 歴史 の 深 さに も、和名色名 の 特徴があ る。「黒

橡 」 は 平 安 中 期 に 官 人 が 朝 廷 に 出 仕 す る 時 に 着 用 し

た 衣服 （朝服 、そ の
一．
種 の 袍 〔ほ う：男性 が 束帯 や 衣 冠

の 時 に着る ヒ衣〕）の 色 で あ る。「墨色 」 は 忌中 の 服 色

や 鎌倉時 代 の 遁 世 僧 （とん せ い そ う）の 僧 衣 の 色 で あ る。

　英 語色 名 に は 、僧服 の 黒 衣 の 色 か ら 付 け ら れ た

domino が あ る。　 dominO は 、ラ テ ン 語 の dominus

に 由来 し、古代 の 共 和制 ロ
ー

マ 下 で は 主 権 の 称 号 と

し て、封建領 主への ラテ ン 語 の 称号 と して 、中世 で

は 教会 ・学術 の 称号 と し て 用 い られ て い た 。

3．白色 に 関す る 目英語 の 文化的相違 と共通性

　鉛白 を 意味す る英語 の 色名 の whit θ ノead （初出例

1385 年） の ／ead は 鉛 を意味す る 。 鉛白 は、塩 基性

炭酸鉛 の 白色 顔料 で 、古代 ギ リ シ ァ の 植 物学 の 祖 テ

オ プ ラ ス トス （Theophrastus ：BC371 年
一BC287 年）

に よ っ て 発 明された と言われ 、化粧用 と して 使わ れ

始 め た。鉛 白 ・白粉 （お しろい ）の 原料 、白鉛鉱 （学名

cerussite ） は、ラ テ ン 語 の ce
’
russa に 由 来す る 。鉛

自の 製法 は 古代 ロ
ー

マ の プ リニ ウス （Plinius：220r

23 −79 年） の 時代 に 確 立 され て い た。そ の 製法 が シ

ル ク ロ ー ドで 中国 に 伝 わ り、明 の 時代 〔1368 ・1644

年） 1637 年刊行 の 産業技術書 『天 工 開物 （て ん こうか

い ぶ つ ）』に 収録 され て い る。鉛 白は、中国の 西方 を

指す 胡 （こ ）か ら伝 え られ たた め 、唐 の 時代 で は 鉛 白

を 胡粉（ha　fen；フーフ ェ ン ）、日本 の 奈 良時代 （710 年

一794 年）で は 鉛 白（塩 基性炭酸鉛 ）とそ の 類似物 の 塩

化 物 系 鉛 化 合 物 を 胡 粉 （ごふ ん ）と呼ん で い た。6 世紀

後 半 の 装飾古墳の 時代 ま で 、白土 （陶土、蝋 石 （ろうせ

き）、酸性 白土 ）が 使 用 され て い た 。飛 鳥時代 に は 遣隋

使 と遣唐 使 の 派 遣 が 始 ま っ て お り、日本 で の 鉛 粉製

造 の 最初 の 記録 が 『日本 書紀』　「持統 天 皇 六 年 閏 五

月 」 に 、飛鳥時代 （592 ・710 年） の 692 年 5 月 4 日

に 僧観成 の 造 っ た （白 粉 として の ）鉛粉 を 褒賞 され た

とある。 こ の 鉛粉は 鉛 白で は な く、鉛 白の 類似物 の

塩 化物 系鉛化合物 と 推察 され る。奈良時代 に は、鉛

白は 唐 か らの 輸 入 品 に 頼 っ て い た （cf．成瀬 ： 15）。

唐 か ら 日本 に渡 っ て きた 唐胡粉（塩 基性炭酸鉛〉をま

ね た 倭 胡粉 （塩化物系鉛 化合物）が 国内 で 造 られ て

い た
。 胡粉 は 、中国渡来 で あ る こ と を 表 す た め、唐

土 （もろこ し）とも言 わ れ た。室 町時代 （1336 −1573 年 ；

1493 −1590 年 は 戦国時代） に は 、伊勢産 出の 水 銀 を

原 料とする 白粉 が 生 産 され た。白粉 は 化粧 品 や 、皮

膚炎を治す 外用薬 な どと して 貴族 た ち に 珍重 さ れ て

い た 。江戸時代 （1603 −1868 年） に は 、米や粟 の 澱

粉白粉 も使 われ た が 、伸 び や付 きの よ い 比 較的安価

な鉛白粉 （なまりおし ろい ）が 広 く庶民 に 普及 し た。深

刻 な鉛 中毒 の ため、昭和 9 （1934 ）年 に 鉛 白粉 の 製

造 が 禁 IE され た 。18 世 紀 以 降、安 全 性 の 高 い 白色顔

料 の 酸化亜鉛 が 登 場す る。亜鉛 の 蒸 気を酸素 と反応

させ る こ とに より、亜鉛華 と呼ばれ る白色粉末 が 得

られ る。色名 に は 亜 鉛 白、立 徳粉 （リ
ー

ト
ー

フ ェ ン ）、　zinc

vahite 、　 ehin θse 　vehite などがあ る 。 医 薬品や化粧品

に も 用 い られ 、第 1 次 1止界大戦 （1914−1918年）後、

白色 顔 料 の 酸 化 チ タ ン が 生 産 され 、塗 料 や 、絵 の 具、

釉薬、食品、医薬 品、化粧 品な ど に 利用 さ れ て い る 。

チ タ ン 白、titaniltm　pmhite 、　 snow 　 urhite が あ る、

　最 上 の 白 さ を 表す 色 名 に は 、純 白、pure 　wfiiteness 、

virgin 　vehiteness 、雪 白（せ っ ぱく）、雪色、snova 　 white

が ある。5 皿 o 陛 岫 露θ の 初 出例 は 1000 年前 か ら。雪

の 自さは 最 上 の 美称 と し て 使 わ れ て い る。空 木 の 花

で 雪 の よ うに 白い 花 を咲 か せ る 「卯 の 花色 」が ある。

　色名 の polar 　bear （初 出例 1917 年）は、北極 の

白熊 の 毛皮 の 色 で 、ラ テ ン 語 の po 瘉 ヱ掘 こ由来す る。

英 語 の 1吻 凾 ∫’θ の filyも、ラ テ ン 語 の lilium に 由

来す る。 日 本 で は ユ リは 清楚 な花 とされ、美 し い 女

性 が 歩 く姿に 形 容 され て い る よ うに、日本 の 白百 合

色 は清ら か な 白を 表す 。 oyster 　white （初出例 1893）

の oysteT は、ギ リシ ャ 語 の 「骨 」 の 意 の ostreOll に

由来 して お り、骨 の よ うに 堅 い 殻 を 表 し、生牡蠣 の

身 の 色 が 、自 に 近 い 黄み の 灰 色 と灰 色 で あ る ため、

牡蠣 の 殻 の 内側 の 色 を表す色名 と推定 で きる。

　月白（つ きしろ）は、月 が 出 る 頃 に 空 が 明 る く 見 え る

こ とで 、色名 の 月 自〔げっ ばく）は 、わず か に 青 み を帯

び た 美 しい 水色 に 見 え る 白で あ る。1000 年 頃、中国

の 景徳鎮 で 微量 の 鉄分 を含む釉薬で焼か れ た 青白磁

（せ い はくじ）が 製 造 され 、東 ア フ リカ に輸出 され た 。

東洋 の 白磁 は 、17 世紀頃 の 西 洋 社 会 の 憧れ で あ り、

1709 年 に ドイ ツ の ザ ク セ ン 州 で 、白磁 が製造 さ れ て

い る。moon ” hiteは 、建 築材料の granite （花 崗岩 、

御影 石 ） を加 工 し た 商品 名 で あ る。

4．お わ りに一色名に 見 ら れ る古今東西 共通 の 概念

　化粧用 と し て の 鉛 自の 製法 は 、古代 西 欧か ら シ ル

ク ロ
ー

ドを通 じて 中国に、そ し て 、遣隋使や遣唐使

の 派遣 に よ り 日本 に 渡来 し て い る。alabaster は、現

代 で は （雪 花） 石 膏 を 指 し、古代 で は 方解 石 を意味

し て い る。古代 エ ジプ トで は 装飾用彫刻材や容器 の

材料 と して 用 い られ て い た。alabast θ r　skin 　（白く滑

ら か な 肌 ） は 美 しい 白さを 表 して い る。美 白 へ の 憧

れ は 、古今東 西 の 共通 の 概念 で 、普遍 的 で あ る。
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